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表紙の写真は、鳥取県鳥取市国府町美歎(みたに)にある「美歎(みたに)ダム」です。

「美歎(みたに)ダム」は、旧美歎水源地水道施設内にあり、鳥取市が1915年（大正4）に山陰地方で最初
に建設（全国では29番目）した近代水道施設です。
当初は土堤でしたが、1918年（大正7）9月に発生した台風によりダムが決壊した後に、重力式粗石コン
クリート積ダムに変更され、1922年（大正11）に竣工しました。
1992年（平成4）に水道施設としての機能が完全に廃止されましたが、1999年（平成11年）に堰堤の補強
を行い、現在は砂防堰堤として活用されています。

旧美歎水源地は量水施設や濾過施設の外形が昔のままの姿で保存され、日本の近代水道施設の全

体像をよく残していることから歴史的価値が認められ、2007年（平成19）6月18日に国の重要文化財に指
定されました。

撮影者：舞立剛志(広報委員)


